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織的な形態が不在もしくはきわめて緩い形でしか存在
しなかったり、何らかの事件が起こった時の単発的・
反応的な現象として自警主義が出現したりすることで
ある。これはしばしば「暴徒の暴力」として報道され
るが、匿名性を喚起する「暴徒」という言葉の不適切
さを主張する研究もある。著者によれば、犯罪者とみ
なされた人に対する暴力的制裁への関与は、犯罪者自
身を含めたタウンシップ内の社会関係により決定され
ている。それゆえ、暴徒の暴力とされる散発的な制裁
行為も、タウンシップ住民による犯罪取り締まり活動
の一形態として捉えるべきであるという（参考文献⑧）。
●おわりに
本稿では、南アフリカにおける治安状況の推移と犯
罪の特徴について整理したうえで、治安の悪さを背景
に発展した民間のセキュリティ産業と自警団という2
つの非国家主体による治安対策活動について紹介した。
いずれの場合にも、1970年代末から民主化前後の殺人
発生率が最も高かった時期に、警察が通常の犯罪取り
締まり業務から撤退したことが、非国家主体による犯
罪取り締まり領域への参入をもたらしており、警察と
の関係の重要性が浮き彫りになったといえる。
民主化後、警察は通常の犯罪取り締まり業務に復帰
し、住民の信頼を回復するための警察改革も進められ
ている。だが、殺人発生率の減少にもかかわらず、犯
罪に対する恐怖心が社会のなかで蔓延し、かつ警察の
汚職がしばしば問題視されるなかで、民間セキュリ
ティ会社や自警団の活動は消滅するどころか、むしろ
活発化している。
また、警察による公的な犯罪取り締まりと民間セ
キュリティ会社による取り締まりの境界は、人の移動
などを通じて曖昧さが増してきている。有罪判決を受
けたマポゴ会員がきわめて少数であったことは、警察
や司法と自警団の関係にも曖昧な側面があることを示
唆する。警察が「暴徒」を取り締まることができない
という点では自警主義が行使する暴力を警察が黙認し
ている側面があるとの指摘もある。南アフリカの治安
対策について考える際には、住民と治安対策を担う組
織との関係のみならず、警察、民間セキュリティ会社、
自警団という3つの治安対策に関わる組織相互の関係
についても分析することが重要となるだろう。
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